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研究 目的

1985年 市区町村別生命表(厚 生統計協会の研

究委託 により、 「地域(市 区町村)別 生命表に

関する研究班」が作成。昭和60年 国勢調査人口

及び昭和58-62年 の死亡統計を基礎資料 として

いる)に よると、北海道利尻郡利尻町の男性の

平均寿命(0歳 平均余命)は 、全国第1位 で

77.5歳 であった。また市町村別65歳 男性の平均

余命は全国第15位 で、17.7歳 であった(厚 生統

計協会,1991)。 また1990年 市区町村別生命表

(基礎資料 としては、平成2年 国勢調査人口及

び前後3ヶ 年の死亡統計を用いている)に よる

と、利尻町の男性の平均寿命が日本で第1位 と

いうことはなかったが、北海道内でみ ると65歳

平均余命は第1位 で18.0歳 であったから、長寿

の傾向であることは間違いないと考えられる。

しか し利尻町の人口は男性2,326人 、女性2,388

人であわせて5,000人 に満たないことか ら、平

均余命の推計を行 う集団としては死亡数が少な

いので観察に注意が必要であると指摘 されてい

る(厚 生統計協会,1993)。

住民の健康状態は以下の4つ の要因によって

強 く影響されると考えられ る。(1)生 物学的要

因、特に両親からひきついだ遺伝素因(体 質)、

(2)個人の行動やライフスタイル、(3)個 々人が

生活す る環境要因、(4)医 療 ・保健機関などの

普及 とそれら専門機関の病気予防 と治療の力量

である。 この うち、個人の行動やライフスタイ

ルは自分 自身で制御できるものであるが、同時

に長い歴史にわたる地域住民の伝統や文化を反

映す るものでもある。 また子ども時代からの育

ち方、育てられ方を反映するものでもある。

ライフスタイル(生 活習慣)と 心身の健康の

関 連 に つ いて の 疫 学 的 研 究 は 、Bellocと

Breslow(1972)、 森本 ら(1986)、 森谷 ら(19

92)な ど報告が多い。それらの研究を通 じて明

らかになってきた 「健康的習慣」は、睡眠、食

事、運動、喫煙、飲酒などである。本研究では、

これ らのライフスタイルと利尻町民の長寿 との

関連を探 ることを意図 したものである。

また平均寿命はライフスタイルと関係の深い

ことが報告 されている。特に沖縄県民の長寿と

秋田県民の短命に関す る比較調査研究から、沖

縄県の長寿の原因として、①豚肉などの動物性

たんぱ く質をとる、②漬け物を減 らして塩分の

摂取を控える、③老後 も適度の運動、労働を続

け、一年中体を動かす ことの重要性をあげてい

る(松 崎俊久、1993)。 しかし都道府県の比較

では長寿県ではない秋田県にも長寿者はおり、

かれ らに共通す る生活習慣 として、中谷敏太郎

(1978)は 次のような特徴をあげている。①食

生活が質素ではあるが、多種類のものを偏食 し
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ないで食べ豊かである、飲酒を適量に抑 え飲み

過 ぎない、喫煙は しないか、 しても少量である、

② 自然の リズムに合った規則正 しい生活を して

いる、③働 くことがすきである、④生 きる喜び

を自分 自身 に持 っている、⑤ 自分の生活を自分

で律す ることができる、⑥信頼できる医師のい

うことを実行で きる、⑦ 明るく合理的な考えを

持 っている人が多い。
一一方、石 田らは急速に進展するわが国の高齢

化に対応する有用な資料を得 ることを目的とし

て、1984年、札幌市内S地 区に在宅の70歳 代男

女221(男110、 女111)名 を対象 にして、生活

状況、健康 自覚症状、生きがい感、基礎体力に

関する調査を行い、健康と生 きがい感に恵まれ

て暮 している70歳 代男女は、それらに恵 まれな

い70歳 代男女 に比べて、若い時期か ら高齢期に

至 るまで個々人に与えられた身体的、精神的、

社会的諸条件を充分に使って生 きてきている人

たちが多いとい う示唆を得た(石 田ら、1986a;

石 田ら、1986b)。 さらに調査後3年 にあたる

1987-88年 に、再び同 じ高齢者宅を訪問 して同

様の調査を行い、 これら高齢者の3年 間の変化

を追跡 したところ、健康と生 きがい感の程度を

維持 または低下 させた70歳 代男女ばかりで、向

上 させた70歳 代男女は皆無であった(森 谷 と福

地、1988;MoriyaandFukuchi、1990)。 従っ

て、高齢期の健康 と生きがい感には若い時期か

らのライフスタイルの影響が大 きい ものと推測

された。また1989年 には都市部の高齢者 スポー

ツ健康教室に参加 している男女について、1990

年 には同老人 クラブ参加 の高齢者 について、

1995年 には同卓球 クラブ参加者について生活、

健康、生きがい感、基礎体力、日常の行動量に

ついて調査 と測定を行い、健康で生 きがい感に

恵 まれた老年期の達成要因を明らかにしようと

試みた(森 谷 ら、1990;森 谷 ら、1991;森 谷 と

布上、1996)。 その結果、基礎体力をある水準

以上に保っていることが、健康 と生きがい感の

達成に重要な一要因であることが示唆 された。

また都市部において老人 クラブやスポーッ健康

教室などは、身体的活動度を高めると同時に、

精神的刺激の面で も、社会的ネ ットワークの面

で も有益な役割 を果た していると推測 された。

一方、都市部に居住する高齢者と比較す るた

めに、農業、漁業、酪農を主産業とする道東地

域に在住の高齢者について、健康 自覚症状 と生

きがい感を調査 した(森 谷 ら、1992)。 その結

果、道東3町 では札幌市の70歳 代老人 クラブ会

員やS地 区居住者に比べて、現在でも仕事を持

ち(38%)、 若いときと同 じように毎 日朝から

夕方まで働いている(8%)、 勤労収入のある

(27%)70歳 代の男女が多かった。また健康 と

生きがい感 に恵まれている70歳 代男女の割合も

札幌市老人クラブ会員やS地 区居住者の70歳 代

高齢者に比べて高 く、基礎体力、特に握力に代

表 される筋力の高い傾向を示 した。 この事実 も、

健康と生 きがい感に恵まれて老年期を過 ごすた

めに、個人に与えられた身体的 ・精神的 ・社会

的諸能力を充分に活用することの重要性と、日

常生活が活動的であ り、基礎体力の高い傾向を

推測させた。従って、適度な労働は運動やスポー

ツと同様に、基礎体力を高め、日常生活を活動

的 にす る可能性が示唆された。

この様な背景の中で、本研究では利尻町に居

住する65歳 以上の高齢者の方たちの食事を含む

ライフスタイル、健康 自覚症状、生きがい感に

関する調査 を行い、男性で特に顕著な長寿の要

因を明 らかにすると同時に、高齢者の生活 ・食

生活 ・健康 ・生 きがい感に関する現状を把握す

ることを目的とした。

研究方法

1.調 査対象者:北 海道利尻郡利尻町に住

民票のある65歳 以上の男性 と女性、計997名 を

対象者と した。

2.調 査方法:上 記調査対象者 に 「利尻町

にお住まいの方を対象にした生活 ・健康 ・生き

がいに関するアソケー ト(調 査表と略す)」 と

「食べ物 日記」を1995年8月18日 に札幌から郵

送 し、20日 ごろに配達 された。本調査表は、我々

が過去に行 った高齢者 を対象に した調査で用い

た調査表 「高齢者の方の生活 ・健康 ・生 きがい

に関するアソケー ト」 を基にして作成 したもの

であり、(1)対 象者のプロフィル、(2)生 活状況、

(3)ラ イフスタイル、(4)健 康 自覚症状、(5)生

きがい感調査から構成 された。
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(1)対象者のプロフィルでは、性別、年齢、

自分の歯の数、現在の職業をたずねた。

(2)生活状況調査では、現在一緒に暮 らして

いる人(達)、 労働時間、収入の種類、テ レビ・

ラジオの視聴時間、読書時間、 自宅における趣

味活動の有無、最終学歴、最 も長 くついた職業

をたずねた。

(3)ラ イフスタイル調査では、BellocとBreslow

(1972)が アメリカの疫学調査から明らかにし、

日本でも森本 ら(1986)や 、森谷 ら(1992)に

よって 日本人で追試されて確認 された もの、並

びに新たに明らかになった 「健康保持の生活習

慣」を基 にして、平均的起床時刻 と就寝時刻、

睡眠時間、朝食摂取状況、食事の栄養バラソス

の自己評価、間食の有無、生活時間の規則性、

食事の塩分、飲酒、喫煙、スポーツ ・運動の実

施状況、自分のライフスタイルの自己評価をた

ずねた。

(4)健康 自覚症状では、森谷 と福地 が作成 し

たHokudaiHealthIndex(HHI)(1985)

20項 目に高齢者に多い4項 目の健康 自覚症状 を

加えた合計24項 目、例えば 「疲れやすいと感 じ

ますか」 に頻度による選択肢 「はい」 「ときど

き」 「いいえ」 に該当する回答を求めた。頻度

の高い 「はい」に3点 、 「ときどき」に2点 、

「いいえ」 に1点 を与 え、24項 目の合計点 を

「健康度(HHI)ス コア」とした。 また自覚

的健康状態 「自分の健康状態についてどう思い

ますか」 という質問に対 して、 「非常によい」

丁よい」 「普通」 「やや不良」 「不良」の5段

階選択肢に回答を得、それぞれ1、2、3、4、

5点 と配点をし、この値を自覚的健康状態ス コ

アとした。

(5)生 きがい感調査では浦沢 ら(1981)が 、

PhiladelphiaGeriatricMoraleScaleを 基 に

日本人の高齢者用に作成 した質問項 目20か ら成

る 「生 きがい感調査表」を用いた。例 えば 「私

は歳をとるとともに ものごとは悪い方に向かっ

ているように思います」 とい う質問に対 して、

「はい」 「どちらともいえない」 「いいえ」 と

い う感 じの度合いを3段 階選択肢で回答 して貰

い、生きがい感の高い方から1、2、3点 と配

点を し、その合計点 を 「生 きがい感(PGM)

ス コア」 とした。従ってHHIス コア、自覚的健

康状態 ス コア、PGMス コアはそれぞれ得点が

低いほど状態の良いことを示 している値である。

HHIス コアとPGMス コアから、調査回答

者を健康と生きがい感に恵まれた高齢者(グ ルー

フ.A、HHIス コァ24点 以上31点 以下でPGM

スコア20点 以上25点 以下)と 逆に健康 と生 きが

い感に恵まれない高齢者(グ ループC、HHI

スコァ40点 以上72点 以下でPGMス コア35点 以

上60点 以下)、 グループAとC以 外の グルーフ.

Bの3グ ループに分け、各グループの特徴を明

らかにすることを意図 した。

ケーススタデイと して、長時間の面談ができ

たW.Y氏(男 性、70歳)とU.K氏(女 性、77

歳)の 生活の様子について記述する。

「食べ物 日記」は郵送された8月20日 以降に

速やかに開始 して もらい、6日 間の食事の食品

名 とおよその量を記入 して もらった。 これにつ

いて、 日本栄養士会作成の 「食事診断法」に基

づいて食事診断得点を計算した。 「食事診断法」

の利用法は森谷(1986)に したがった。本食事

診断法は、食品中に成分として多 く含まれる栄

養素の働 きから、食品を大きく3群 に分類 して

いる。栄養素の働 きによる分類は、第1に 体構

成要素として重要なたんぱ く質 とカル シウム、

第2に 体内の代謝を調節するビタミソや無機質、

第3に エネルギー源 として重要な炭水化物 と脂

肪である。 さらにこの3分 類を、第1の 体構成

要素となるたんぱく質を多く含む群は3小 群に、

第2の ビタミソや無機質を多 く含む群は5小 群

に、第3の エネルギー源群は3小 群とし、全体

を11小 群 に分け、食品を6群 に分け る分類法

(厚生省 「健康づ くりのための食生活指針」、

1985)よ りも細分化 した分類を用いた ものであ

る。 この11食 品小群を、1日3回 の食事でとる

ことが望ましい食品の単位 と考え、各小群に基

準点 とよぶ得点(3--5点)を 配点 している。

穀類、い も、砂糖など、比較的摂取 されやすい

食品やとりすぎの心配 される食品群の配点は相

対的に低 くなっている。一方バラソス点は、11

食品小群 の中で、共通 した栄養素を多 く含む群

には共通配点 とし、それ以外の代替 しにくい栄

養素を含む食品群 については単独の配点をして
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いる。基準点の合計50点 、バランス点の合計50

点、両者の合計(食 事診断合計点)100点 とし、

合計点75点 以上を合格、51-74点 は改善 の必要

あり、50点 以下は緊急の改善を必要 とし、改善

しないと健康障害の心配 もあるものとして、日

常的に利用されている栄養評価法である。1日

3回 の食事を基本としているため、間食は時間

的に近い朝食、昼食、夕食のいずれかに入れ、

また欠食は0点 とする診断法である。

3.調 査月 日:1995年8月29日(火)-9月

1日(金)に 予め郵送 して記入をお願いしてあっ

た 「調査表」と 「食べ物 日記」を戸別訪問で回

収 した。回収に際 して、お会いできた方 とは面

談によって、記述の補強 と確認を行 ったが、本

人が留守で家族から回収 した ものもあった。

「調査表」回収数:254(25.5%)

「食べ物 日記」回収数:189(19.0%)で あっ

た。回収 した調査表には欠損(無 回答)の 項 目

のあるものも含まれていたが、項 目毎にそれ ら

の欠損 を除いて集計 した。また食べ物 日記を6

日間すべてについては書かず、欠損をふ くむ人

もいたが、一 日あた りの平均診断得点を求める

際には全データを用いた。

4.調 査表の集計に際 して北海道大学大型計

算機セソターの汎用計算機(M-880/210)を 利用

し、統計 プログラムパ ッケー ジSASを 使用 し

た。

結 果

1.利 尻町高齢回答者のプロフィルの特徴

利尻町に住む 「調査表」 を回収 した65歳 以上

の男性 と女性の年代別人数は、60歳 代(65-69

歳)の 男性47名 、女性40名 、70歳 代(70-79歳)

表1:利 尻 町調査回答者の性別年齢別分布(5歳年齢階級)

男 性 女 性

年齢(歳)人 数%人 数%

の男性58名 、女性67名 、80歳 代(80-89歳)男

性20名 と女性18名 、90歳 代(90-95歳)は 男女

各2名 、計254名 であった。男女別に5歳 年齢

階級で、調査回答者 の人数を示 した(表1)。

また回答者の現在の職業について表2に 示 した。

男性では農林漁業の自営 と家族従事者が多 く、

女性では主婦とい う回答が多かった。以下の記

述で65-69歳 の人たちを60歳 代、70-79歳 の人

たちを70歳 代、80歳 以上の人たちを80歳 代以上

と表す。

2.利 尻町高齢回答者の生活の特徴

現在一緒に暮 らしている家族を表3に 示 した。

65-69歳 の60歳 代と70-79歳 の70歳 代の男性で

は配偶者と生活 している割合が高い(83.0%と

91.4%)が 、80歳 代以上の男性では59.1%、60

歳代女性で75.0%、70歳 代女性で49.3%、80歳

代以上の女性で25.0%で あった。同居 している

家族数(人 数)を 性別、年齢別 に表4に 示 した

が、60歳 代、70歳 代では自分を含めて2人 が多

く、次いで3人 以上であった。

毎 日働いている時間を性別、年齢別に表5に

示 したが、男性の60歳 代、70歳 代では 「1日6

時間以上(週5日 以上)」 と 「1日4-6時 間

程度(ほ ぼ毎 日)」 をあわせ ると62.8%と61.5

%で 多かった。80歳 代以上では 「たまに手伝 う

程度」 「や っていない」が多 くなった。従って

勤労収入があると答えた男性 も60歳代、70歳 代

で多かった(表6)。

1日 の平均テ レビ ・ラジオ視聴時間の分布を

性別、年齢別に表7に 示 した。年代による分布

に有意差は認められず、0-4時 間と5-8時

間に分布が多かった。新聞 ・雑誌などの1日 あ

た り読書時間は0-2時 間に分布が多か った

(表8)。

65-69

70-74

75-79

80-84

85--89

90-94

95-99

合 計

47

41

17

15

5

0

2

127

37.0

32.3

13.4

11.8

3.9

0.0

1.6

100.0

40

41

26

13

5

2

0

127

31.5

32.3

20.5

10.2

3.9

1.6

0.0

100.0

3.利 尻町高齢回答者の生活習慣の特徴

BellocとBreslow(1972)、 森本 ら(1986)

によって健康 と関係が深いことが明らかにされ

ている生活習慣について回答 して もらった。1

日の平均睡眠時間について、性別、年齢別に表

9に 示 した。60歳 代、70歳 代では8時 間と7時

間に分布が高かったが、80歳 以上では9時 間以

♪
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表2:利 尻町調査回答者の現在の職業*

13

年齢(歳)
自 営 業 家族従事者

被雇用職 主婦・主夫 無 職 合 計
農林漁業 商工サービス業 農林漁業 商工サービス業

男性

65-69 27(60.0) 2(4.4) 1(2.2) 1(2.2) 2(4.4) 1(2.2) 11(24.4) 45(100.0)

70-79 29(50.0) 3(5.2) 9(15.5) 2(3.5) 4(6.9) 1(1.7) 10(17.2) 58(100.0)

80以 上 4(22.2) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 1(5.6) 0(0.0) 13(72.2) 18(100.0)

女性

65-69 4(10.0) 0(0.0) 3(7.5) 0(0.0) 2(5.0) 28(70.0) 3(7.5) 40(100.0)

70-79 5(8.2) 1(1.6) 5(8.2) 1(1.6) 1(1.6) 38(62.3) 10(16.4) 61(100.0)

80以 上 0(0.0) 0(0.0) 1(5.9) 1(5.9) 0(0.0) 9(52.9) 6(35.3) 17(100.0)

表3:利 尻町調査回答者の同居家族*

年齢(歳) 配偶者 子ども 子どもの配偶者 孫 父 親 母 親 その他 回答者合計

男性

65-69 39(83.0) 6(12.3) 2(4.3) 2(4.3) 0(0.0) 1(2.1) 0(0.0) 47(100.0)

70-79 53(91.4) 9(15。5) 5(8.6) 5(8.6) 0(0.0) 1(1.7) 1(1.7) 58(100.0)

80以 上 13(59.1) 5(22.7) 3(13.6) 2(9.1) 1(4.5) 0(0.0) 0(0.0) 22(100.0)

女性

65-69 30(75.0) 7(17.5) 4(10.0) 5(12.5) 0(0.0) 2(5.0) 0(0.0) 40(100.0)

70-79 33(49.3) 19(28.4) 13(19.4) 12(17.9) 0(0.0) 2(3.0) 0(0.0) 67(100.0)

80以 上 5(25.0) 11(55.0) 8(40.0) 4(20.0) 1(5.0) 1(5.0) 0(0.0) 20(100.0)

表4:利 尻町高齢者の性別、年代別同居人数の比較*

年齢(歳) 1人 2人 3人 以上 z2検 定

男性

65-69 1(2.2) 38(82.6) 7(15.3) NS

70-79 2(3.5) 45(79.0) 10(17.6)

80以 上 0(0.0) 11(61.1) 7(39.0)

女性

65-69 4(10.0) 27(67.5) 9(22.5) P<0.01(Z2=15.3)

70-79 7(11.3) 34(54.8) 21(33.8)

80以 上 0(0.0) 3(21.4) 11(78.5)

表5:利 尻町高齢者の性別、年代別1日の労働時間*

年齢(歳)
1日6時 間 以

上週5日 以上

4時間一6時間

程度ほぼ毎 日

週1-3日 程度、

又は季節労働

1日4時間以内

ほ ぼ 毎 日

たまに手

伝 う程度
や って いな し・ z2検 定

男性

65-69 18(41.9) 9(20.9) 2(4.7) 7(16.3) 2(4.7) 5(11.6) P〈0.01(Z2=25.2)

70-79 19(36.5) 13(25.0) 3(5.8) 8(15.4) 4(7.7) 5(9.6)

80以 上 0(0.0) 4(25.0) 1(6.3) 1(6.3) 7(43.8) 3(18.8)

女性

65-69 7(18.0) 10(25.6) 0(0.0) 4(10.3) 8(20.5) 10(25.6) NS

70-79 8(15.4) 14(26.9) 1(1.9) 8(15.4) 4(7.7) 17(32.7)

80以 上 2(13.3) 2(13.3) 0(0.0) 1(6.7) 6(40.0) 4(26.7)

*表 中の単位は特 に指定 しない限 り 「人(%)」 であ る。NS:有 意 差な し、P:有 意水準
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表6:利 尻町高齢者の性別、年代別、収入の種類の比較(該 当するもの全て)*

年齢(歳) 勤労収入 年金収入 仕送り収入 動産・不動産収入 その他 全 体

男性

65-69 27(57.4) 39(83.0) 0(0.0) 3(6.4) 2(4.3) 47(100.0)

70-79 26(44.8) 54(93.1) 1(1.7) 4(6.9) 3(5.2) 58(100.0)

80以 上 3(13.6) 18(81.8) 0(0.0) 1(4.5) 1(4.5) 22(100.0)

女性

65-69 10(25.0) 35(87.5) 1(2.5) 0(0.0) 1(2.5) 40(100.0)

70-79 8(11.9) 60(89.6) 0(0.0) 1(1.5) 2(3.0) 67(100.0)

80以上 0(0.0) 17(85.0) 0(0.0) 0(0.0) 1(5.0) 20(100.0)

ぐ
■

晦

表7利 尻町高齢者の性別、年代別テレビ・ラジ
オの視聴時間の比較*

年齢(歳) 0-4時 間 5-8時 間 8時間以上 z2検 定

男性

65-69 25(55.5)19(42.1) 1(2.2) NS

70-79 35(60.4)20(%.4) 3(5.2)

80以 上 6(33.4)10(55.5) 2(11.1)

女性

65-69 20(50.0)18(45.0) 2(5.0) NS

70-79 32(50.8)27(42.9) 4(6.4)

80以 上 13(72.3) 4(%.3) 1(5.6)

表8:利 尻町高齢者の性別、年代別、新聞 ・雑誌・

本を読む時間の比較*

年齢(歳) 〇-2時 間 3-4時 間 5時間以上 ズ検定

男性

65-69 41(91.1) 4(8.9) 0(0.0) NS

70-79 51(91.1) 3(5.4) 2(3.6)

80以 上 16(88.9) 2(11.1) 0(0.0)

女性

65-69 40(100.0)0(0.0) 0(0.0) NS

70-79 57(93.5) 2(3.3) 2(3.3)

80以 上 17(100.0)0(0.0) 0(0.0)

表9:利 尻町高齢者の性別、年代別、1日 の平均睡眠時間の比較*

年齢(歳) 9時 間以上 8時 間 7時 間 6時 間 5時 間以下 z2検 定

男性

65-69 6(13.3) 22(48.9) 12(26.7) 2(4.4) 3(6.7) P<0.01(Z2=23.5)

70-79 9(16.4) 19(34.6) 16(29.1) 9(16.4) 2(3.6)

80以 上 11(55。0) 7(35.0) 2(10.0) 0(0.0) 0(0.0)

女性

65-69 4(10.3) 16(41.0) 15(38.5) 4(10.3) 0(0.0) NS

70-79 12(18.8) 28(43.8) 18(28.1) 5(7.8) 1(1.6)

80以 上 6(33.3) 10(55.6) 2(11.1) 0(0.0) 0(0.0)

表10:利 尻 町高齢者の性別、年代別 「朝食 を食 べ

る」 ライフスタイルの比較*

年齢(歳) 毎日食べる
ときどき食
べ る 食ぺない z2検 定

男性

65-69 40(88.9) 2(4.4) 3(6.7) NS

70-79 50(87.7) 6(10.5) 1(1.8)

80以 上 19(100.0)0(0.0) 0(0.0)

女性

65-69 37(91.9) 1(2.6) 1(2.6) NS

70-79 64(卯.0) 1(1.5) 1(1.5)

80以 上 19(100.0)0(0.0) 0(0.0)

表12:利 尻町高齢者の性別、年代別 「間食をす る」

ライフスタイルの比較*

年齢(歳) しない ときどき 毎日食べる z2検 定

男性

65-69 15(33.3)23(51.1) 7(15.6)NS

70-79 11(20.0)29(52.7)15(27.3)

80以 上 6(31.6) 9(47.4) 4(21.1)

女性

65-69 ll(%.2) 23(59.0) 5(12.8)NS

70-79 13(20.0) 30(46.2)22(33.9)

80以上 4(20.0) 7(35.0) 9(45.0)

●

Q

φ

*表 中の単位 は特 に指定 しない限 り 「人(%)」 で ある。NS:有 意差な し、P:有 意 水準
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表11:利 尻町高齢者の性別、年代別 「栄養バラソスの自己評価」現状の比較*

年齢(歳) よい 少しはよい 偏食 z2検 定

男性

65-69 13(28.3) 27(58.7) 6(13.0) P〈0.05(Z2=10.7)

70-79 27(50.0) 25(46.3) 2(3.7)

80以 上 11(57.9) 8(42.1) 0(0.0)

女性

65-69 9(23.7) 26(68.4) 3(7.9) NS

70-79 22(34.4) 37(57.8) 5(7.8)

80以 上 9(45.0) 10(50.0) 1(5.0)

表13:利 尻町高齢者の性別、年代別 「生活の規則

性の自己評価」現状の比較*

年齢(歳) 非常に規則的大体規則的 不規則 z2検 定

男性

65-69 6(14.3)30(71.4) 6(14.3) NS

70-79 7(13.2)認(7L7) 8(15.1)

80以 上 6(31.6) 11(57.9) 2(10.5)

女性

65-69 4(11.4)28(80.0) 3(8.6) NS

70-79 16(26.2)43(70.5) 2(3.3)

80以 上 5(31.3) 9(56.3) 2(12.5)

表14:利 尻町高齢者の性別、年代別 「食事の塩分

をひかえる」ライフスタイルの比較*

年齢(歳)
い つ も

ひかえる
ときどき
ひかえる ひかえない z2検 定

男性

65-69 18(42.9)14(33.3)10(23.8)NS

70-79 28(51.9)15(27.8)11(20.4)

80以 上 10(55.6) 6(33.3) 2(11.1)

女性

65-69 20(52.6)13(3盛.2) 5(13.2) NS

70-79 36(56.3)17(26.6)11(17.2)

80以 上 7(43.8) 5(31.3) 4(25.0)

表15:利 尻 町高齢者の性別、年代別 「お酒を飲む」 ライフスタイルの比較*

年齢(歳) 飲 まない ときどき 毎日飲む z2検 定

男性

65-69 21(48.8) 11(25.6) 11(25.6) NS

70-79 30(54.6) 9(16.4) 16(29.1)

80以 上 16(84.2) 2(10.5) 1(5.3)

女性

65-69 30(79.0) 7(18.4) 1(2.6) P<0.05(Z2=12.4)

70-79 59(95.2) 2(3.2) 1(1.6)

80以 上 15(88.2) 0(0.0) 2(11.8)

表16:利 尻 町高齢者の性別、年代別 「タバ コをす

う」 ライフスタイルの比較*

年齢(歳) すわない 止めた すう z2検 定

男性

65-69 16(37.2) 8(18.6)19(44.2)NS

70-79 %(40.0) 12(21.8)21(38.2)

80以 上 14(73.7) 1(5.3) 4(21.1)

女性

65-69 謎(89.5) 1(2.6) 3(7.9) NS

70-79 56(91.8) 1(1.6) 4(6.6)

80以 上 17(100.0)0(0.0) 0(0.0)

表17:利 尻 町高齢者 の性別、年代別 「日常的にス

ポーツしている」 ライフスタイルの比較*

年齢(歳) している しない z2検 定

男性

65-69 9(21.4)33(78.6) NS

70-79 14(28.0)36(72.0)

80以 上 7(36.8) 12(63.2)

女性

65-69 2(5.3) 36(94.7) P<0.05(Z2=8.5)

70-79 15(24.6)46(75.4)

80以 上 6(35.3)11(64.7)

*表 中の単位は特 に指定 しない限 り 「人(%)」 で ある。NS:有 意差 な し、P:有 意水準
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表18:利 尻町高齢者の性別、年代別 「自分のライ
フスタイルの評価」の現状比較*

年齢(歳) 健康的 大体健康的非健康的 z2検 定

男性

65-69 5(11.9)30(71.4) 7(16.7) NS

70-79 9(18.4)詔(77.6) 2(4.1)

80以上 2(13.3)11(73.3) 2(13.3)

女性

65-69 3(8.6) 23(65.7) 9(%.7) NS

70-79 10(18.2)40(72.7) 5(9.1)

80以 上 4(28.6) 9(64.3) 1(7.1)

表21利 尻町高齢者の性別、年代別 「病気で医者
にかかっている」現状比較*

年齢(歳) かかっている
かかって
い な い z2検 定

男性

65-69 25(58.1)18(41.9) NS

70-79 32(58.2)23(41.8)

80以 上 12(66.7) 6(33.3)

女性

65-69 24(63.2)14(36.9) P<0.05(Z2=6.9)

70-79 51'(83.6)10(16.4)

80以 上 15(88.2) 2(11.8)

Q

◎

表19:利 尻町高齢者の性別、年代別 「健康状態の自己評価」現状の比較*

年齢(歳) 非常によい よい 普通 やや不良 不良 z2検 定

男性

65-69 2(4.7) 3(7.0) 31(72.1) 4(9.3) 3(7.0) NS

70-79 5(9.3) 12(22.2) 28(51.9) 5(9.3) 4(7.4)

80以 上 1(5.9) 2(11.8) 10(58.8) 3(17.7) 1(5.9)

女性

65-69 2(5.3) 7(18.4) 18(47.4) 8(21.1) 3(7.9) NS

70-79 5(8.3) 3(5.0) 41(68.3) 8(13.3) 3(5.0)

80以 上 2(14.3) 2(14.3) 9(64.3) 1(7.1) 0(0.0)

表20:利 尻 町高齢者の性別、年代別HHIス コア

の比較

年齢(歳) 回答数
HHIス コデ

平均値±標準誤差
C㏄hm卜 検定鉾

男性

65-69 (n=28) 34.75±1.36 ①NS

70-79 (n=40) 32.95±0.92 ②NS

80以 上 (n=15) 34.20±1.09 ③NS

女性

65-69 (n=・27) 37.52±L56 ①NS

70-79 (n・=38) 34.58±1.06 ②NS

80以 上 (n=10) 38.50±2.01 ③NS

*健 康度 の低 い方 か ら3、2、1点と配点 しHHIス コアを計 算 した
**①(60代 と70代)②(70代 と80代 以上)③(60代 と80代 以

上)の 比較

表22:利 尻町高齢者の性別、年代別 「若い時から

健康に自信があった」意識の比較*

年齢(歳) あった まああったなかった z2検 定

男性

65-69 13(32.5)23(57.5) 4(10.0)NS

70-79 27(50.0)%(40.7) 5(9.3)

80以 上 9(50.0) 6(33.3) 3(16.7)

女性

65-69 9(23.7)23(60.5) 6(15.8)NS

70-79 16(27.6)27(妬.6) 15(%.9)

80以 上 5(31.3) 4(25.0) 7(43.8)

ワ

表23:利 尻町高齢者の性別、年代別、自分の歯の数*

年齢(歳) 0-5本 6-10本 11-15本 16-20本 21-25本 26-30本

男性

65-69 25(55.6) 5(11.1) 2(4.4) 7(15.6) 3(6.7) 3(6.7)

70-79 36(65.5) 6(10.9) 6(10.9) 5(9.1) 1(1.8) 1(1.8)

80以 上 14(77.8) 2(11.1) 1(5.6) 1(5.6) 0(0.0) 0(0.0)

女性

65-69 19(51.4) 7(18.9) 5(13.5) 4(10.8) 1(2.7) 1(2.7)

70-79 45(71.4) 6(9.5) 3(4.8) 1(1.6) 5(7.9) 3(4.8)

80以 上 18(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)

∂

`

b

ρ

*表 中の単位は特 に指定 しない限 り 「人(%)」 であ る。NS:有 意差な し、P:有 意水準
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上が増える傾向を示 した。朝食を食べる習慣 に

ついて、性別、年齢別に表10に 示 した。 「毎 日

食べる」人がほとんどであった。栄養バラソス

の自己評価について、性別、年齢別に表11に 示

した。 「栄養バラソスがよい」 と回答 した人は

男性の70歳 代、80歳 以上で高い傾向を示 した。

男性の60歳 代、女性では 「少 しはよい」 とい う

自己評価が多かった。間食に?い て、性別、年

齢別に表12に 示 した。男女共に 「間食をときど

きす る」人が多 く、男性では 「しない」が次い

で多い傾向を示 したのに対 し、女性では 「毎 日

食べる」が多い傾向であった。生活時間の規則

性 について、性別、年齢別 に表13に 示 した。

「大体規則的」 という回答が男女とも、どの年

代でも多かった。食事の塩分について、性別、

年齢別に表14に 示 した。 「塩分をいつもひかえ

る」 という人が男女 とも多かった。飲酒の習慣

について、性別、年齢別に表15に 示 した。 「飲

まない」とい う人が男女とも最 も多かったが、

「毎 日飲む」 「ときどき飲む」人は男性で多かっ

た。タバコをす う習慣について、性別、年齢別

に表16に 示 した。60歳 代男性では 「す う」人が

多かったが、年代が高 くなるほどす う人の割合

は低下 した。 日常的にスポーツ ・運動をする習

慣について、性別、年齢別に表17に 示 した。男

女共に年代が高 くなるほど 「している」人の割

合が高 くなったが、 スポーツ ・運動の種類は

「歩 く、体を使 って働 く」が多かった。自分の

生活習慣(ラ イフスタイル)を 「健康的」 「大

体健康的」 「非健康的」から一つ選んでもらっ

た結果の分布を男女別、60歳 代、70歳 代、80歳

以上別にみると、 「健康的」 「大体健康的」が

各年代の男女 ともに多かった(表18)。

4.利 尻町高齢回答者の自覚的健康感 と健康 自覚

症状

自覚的健康状態(ス コァ)(自 分の健康状態

が 「非常によい;1点 」 「よい;2点 」 「普通;

3点 」 「やや不良;4点 」 「不良;5点 」から

一・つ選択)に ついての回答の分布を、60歳 代、

70歳代、80歳 以上の男女について表19に示 した。

男女共、年代別で回答の分布に有意差は認め ら

れなかった。また24項 目の健康自覚症状の回答

から計算 した 「HHIス コア」は、得点が低い

ほど健康度が高いとみなす指標であるが、60歳

代、70歳 代、80歳 以上の男女について、結果を

表20に 示 した。男性で、女性 よりHHIス コア

の低い傾向が認められたが、年代間では有意差

は認められなかった。

「病気で医者にかかっているか」に対する回

答を性別、年代別 に表21に 示 したが、男性では

60歳代、70歳 代、80歳 以上でかかっていない人

の割合が41.9%か ら33.3%い たのに対 して、女

性の70歳 代、80歳 以上でかかっていない人の割

合は16.4%と11.8%と 少なかった。 「若いとき

から健康に自信があった」に対 して、 「あった」

「まああった」 とい う回答が男性の全年代で80

%以 上であったのに対 して、女性の70歳 代、80

歳以上では 「なかった」とい う回答がかなり多

かった(表22)。

健康 と関係が深い と考えられる自分の歯の数

を、性別、年齢別に表23に 示 した。加齢ととも

に自分の歯が少な くなっているのが明らかであ

るが、男性に比べて、女性の80歳 以上で 自分の

歯の数が少ない傾 向であった。

5.利 尻町高齢回答者の生 きがい感

生きがい感の程度を示すPGMス コアを、60

歳代、70歳 代、80歳 以上の男女について表24に

示 した。男女共、年代 によるPGMス コアの有

意差は認め られなかった。

6.利 尻町高齢回答者の健康と生 きがい感に恵 ま

れた グループの特徴

健康と生きがい感に恵まれたグループ(グ ルー

プA)は 、HHI得 点が24点 以上31点 以下で、

PGM得 点が20点 以上25点 以下の人たちとした。

逆に健康 と生 きがい感に恵 まれない グループ

(グループC)は 、HHI得 点が40点 以上68点

以下で、PGM得 点が35点 以上56点 以下の人た

ちとした。 グループAと グループC以 外の人た

ちをグループBと した。各 グループに該当す る

人数 と割合を60歳 代、70歳 代、80歳 代の男女に

ついて表25に 示 した。 グループBが 男女共に最

多分布であ り、次いで男性ではグループA、 女

性ではグループCで あった。
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表24:利 尻 町高齢者の性別、年代別PGMス コアの比較

年 齢(歳) 回 答 数 PGMス コア零 平均値±標準誤差 Cochrant一 検 定**

男性

65-69 (n=34) 29.26±1.09 ①NS

70-79 (n=・43) 28.56±1.05 ②NS

80以上 (n=17) 31.00±0.89 ③NS

女性

65-69 (nニ30) 29.53±1.26 ①NS

70-79 (nニ42) 30.88±1.09 ②NS

80以 上 (n=12) 33.42±1.79 ③NS

*生きがい感の低い方から3
、2、1点と配点しスコアを計算した

**①(60代と70代)②(70代 と80代以上)③(60代 と80代以上)の比較

表25:利 尻 町高齢者の性別、年代別健康度と生 きがい感 によるグループ分け*

年齢(歳) グル ー プA グル ー プB グル ー プC x2検 定

男性

65-69 6(25.0) 17(70.8) 1(4.2) NS(60代 と70代) 60代 男女NS

70代 男女NS

70-79 10(31.3) 20(62.5) 2(6.3) NS(70代 と80代)

80以 上 1(7.1) 13(92.9) 0(0.0) NS(60代 と80代)

女性

65-69 2(9.1) 14(63.6) 6(27.3) NS(60代 と70代)

80代 以上男女NS70-79 6(19.4) 19(61.3) 6(19.4) NS(70代 と80代)

80以 上 0(0.0) 6(75.0) 2(25.0) NS(60代 と80代)

グループAは 健康度と生きがい感に恵まれたグループ、グループCは 健康度と生きがい感に恵まれないグループ、グループBは

グループAと グループCの 中間グループを意味する。

表26:利 尻 町と札幌市70歳 代 男女の同居家族数の比較*

1人 2人 3人 以上 z2検 定

男性
利尻町 2(3.5) 45(79.0) 10(17.6) P<0.01(Z2・=20.4)

札幌老人クラブ会員 5(4.4) 49(43.0) 60(52.6)

女性
利尻町 7(11.3) 34(54.8) 21(33.8) P<0.01(Z2=9.7)

札幌老人クラブ会員 16(20.3) 23(29.1) 40(50.6)

表27:利 尻町と札幌市70歳代男女の1日の労働時間の比較*

1日6時 間以上

週5日 以 上

4時間一6時間程度

ほ ぼ 毎 日

週1-3日 程度、

又は季節労 働

1日4時 間以内

ほ ぼ 毎 日
たまに手伝う程度 やっていない z2検 定

男性
利尻町 19(36.5) 13(25.0) 3(5.8) 8(15.4) 4(7.7) 5(9.6) P〈0.01(Z2=89.0)

札幌老人クラブ 4(3.5) 4(3.5) 8(7.0) 1(0.9) 7(6.1) 91(79.3)

女性
利尻町 8(15.4) 14(26.9) 1(1.9) 8(15.4) 4(7.7) 17(32.7) P<0.01(Z2=53.2)

札幌老人クラブ 1(1.3) 1(1。3) 0(0.0) 1(1.3) 4(5.1) 71(91.0)

*表 中の単位 は特 に指定 しない限 り 「人(%)」 で ある。NS:有 意差 な し、P:有 意水準

∂
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表28:利 尻町と札幌市70歳代男女のテレビ・ラジオの視聴時間の比較*
"

も

0-4時 間 5-8時 間 8時 間以上 z2検 定

男性
利尻町 35(60.4) 20(34.4) 3(5.2) NS

札幌老人クラブ 80(74.8) 25(23.4) 2(1.9)

女性
利尻町 32(50.8) 27(42.9) 4(6.4) NS

札幌老人クラブ 47(66.2) 23(32.4) 1(1.3)

表29:利 尻町と札幌市70歳代男女の新聞 ・雑誌 ・本を読む時間の比較*

亀

0-2時 間 3-4時 間 5時 間以上 z2検 定

男性
利尻町 51(91.1) 3(5.4) 2(3.6) P<0.05(π2ニ6.6)

札幌老人クラブ 77(75.5) 21(20.6) 4(3.9)

女性
利尻町 57(93.5) 2(3.3) 2(3.3) NS

札幌老人 クラブ1
56(87.5) 7(10.9) 1(1.3)

表30:利 尻町と札幌市70歳代男女の 「健康状態の自己評価」の比較*

非常によい よい 普通 やや不良 不良 z2検 定

男性
利尻町 5(9.3) 12(22.2) 28(51.9) 5(9.3) 4(7.4) P<0.05(Z2=11.3)

札幌老人クラブ 2(2.0) 13(13.3) 50(51.0) 27(27.6) 6(6.1)

女性
利尻町 5(8.3) 3(5.0) 41(68.3) 8(13.3) 3(5.0) P〈0.05(Z2=12.0)

札幌老人クラブ 1(1.3) 9(11.8) 39(51.3) 24(31.6) 3(3.9)

` 表31:利 尻 町 と札幌市70歳 代男女のHHIス コア

の比較

回答数 HHIス コア傘C㏄hran卜 検定

男性
利尻町 (n=40) 32.95±0.92 P<0.05

札幌老人クラブ (nニ107) 35.50±0.70

女性
利尻町 (n=38) 34.58±1.06 NS

札幌老人クラブ (n=65) 36.40±0.90

*平均値 ±標 準誤差 、健 康度のの低 い方か ら3、2、1点と配

点 して スコアを計 算 した。

表32:利 尻町と札幌市70歳代男女のPGMス コア
の比較

回答数 PGMス コブ C㏄㎞ 鹸定

男性
利尻町 (n=43) 28.56±1.05 P<0.05

札幌老人クラブ (n=107) 31.50±0.70

女性
利尻町 (n=42) 30.88±1.09 NS

札幌老人クラブ (nニ65) 31.40±0.80

寧平均値 ±標準誤差
、生 きがい感の低 い方 か ら3、2、1点と

配点 して スコアを計算 した。
■

*表 中の単位 は特 に指定 しない限 り 「人(%)」 で ある。NS:有 意差 な し、P:有 意水準

'

7.利 尻町70歳 代回答者 と札幌市内老人 クラブ70

歳代会員の比較

利尻町の70歳 代男性と女性の生活、健康、生

きがい感を、70歳 代の札幌市内老人クラブ会員

の男女のデータ(森 谷 ら、1991)と 比較す るこ

とによって、その特徴を明らかにすることを意

図した。表26に 示すように、同居 している人数

を比較すると、一人暮 らしと3人 以上が札幌老

人クラブ会員に多 く、2人 暮 らしが利尻町では

多かった(男 性では配遇者との同居率が表3に

みるように多い)。

1日 の労働時間を比較す ると、働いている人

の割合が利尻町の70歳 代男女で札幌市老人 クラ

ブ会員に比べて多かった(表27)。 テ レビ ・ラ

ジオ視聴時間の分布には利尻町70歳 代回答者 と

札幌市内老人 クラブ70歳代会員の間に有意差は

認められなかったが、男性の読書時間の分布は、

札幌市内老人 クラブ70歳代会員の方が長い傾向

を示 した(表28、 表29)。

「自分の健康状態 をどう思 うか」とい う問い
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に対 して 「非常 によい」 「よい」 「普通」 とい

う回答を自覚健康がよい グルーフ.とすると、利

尻町の男性、女性ともに札幌の老人 クラブ会員

より多 く、 「やや不良」 「不良」が少なかった

(表30)。

札幌市老人 クラブ会員の70歳 代男女のHHI

スコアと利尻町の70歳 代男性 と女性について比

較 して、結果を表31に 示 した。利尻町の男性、

女性 ともに札幌市老人クラブ会員よりHHIス

コアが低い傾向(即 ち、健康度が高い傾向)を

示 したが、統計的に有意に低いのは男性のみで

あった。

札幌市内老人クラブ会員の70歳 代男女のPG

Mス コアと比較 して、利尻町の70歳 代男性と女

性についての結果を表32に 示 した。利尻町の男

性、女性ともに札幌の老人 クラブ会員よりPG

Mス コアが低い傾向(即 ち、生きがい感が高い

傾向)を 示 したが、統計的に有意に低いのは男

性のみであった。

札幌市内老人 クラブ会員の70歳 代男女のHH

Iス コアとPGMス コアから求めたグルーフ.分

け(グ ループA、B、Cへ の分布)と 比較 して、

利尻町の70歳 代男性 と女性についての結果を表

33に 示 した。利尻町の男性でグループAに 分布

する人が多 く、逆にグループCへ の分布が少な

かった。女性では札幌の老人 クラブ会員との問

に有意差は認められなかった。

8.ケ ーススタデイ

(W.Y氏 、男性、70歳):1995年9月1日

午後に前浜で 自分の舟でうに漁のための 「たも」

を修理 しながら面談に応 じて くれた。 この 日は

うに漁の 日だったので、朝3時30分 に起床 した。

準備などしなが ら午前5時 から舟をだ し、午前

7時30分 ～8時 までうにを採 った。 うには生で

出荷するので、漁から帰ってから大 きな仕事は

ないので、 「たも」の修理をしていた。漁業の

ない日は、家にいて家の外回りの仕事や畑など

の仕事をしていることが多い。漁業の後継者が

いないので弟さんと協力 してやっている(息 子

は札幌市でサ ラリーマ ソを している)。天気が

良ければ午後6時 頃 まで外で働いていることが

多い。夜は9時 には就寝す る。 うに漁の他に魚

を釣ってきて、 自家用に加工 して年間を通 じて

食べているという。漁業が出来なくなる秋から

春先まで6カ 月間は現在でも、季節労働者 とし

て道外に働 きに出かける。

「隠居 しないで、現役で漁業をやっているの

が健康によいのではないかと思っている。漁業

をやっている人たちは、街の人たちに比べて平

'

表33:利 尻町と札幌市70歳代男女の健康度と生きがい感によるグループ分けの比較*

グル ー プA グルー プB グル ー プC z2検 定

男性
利尻町 10(31.3) 20(62.5) 2(6.3) P<0.05(X2ニ6.5)

札幌老人クラブ会員 15(14.2) 71(67.0) 20(18.9)

女性
利尻町 6(19.4) 19(61.3) 6(19.4) NS

札幌老人クラブ会員 9(14.3) 41(65.1) 13(20.6)

グル ープA;健 康 と生 きがい感 に恵 まれ たグループ、 グルー プC;健 康 と生 きが い感 に恵まれない グループ、

グル ープB;グ ルー プAと グルー プCの 中間 グループ

表34:利 尻町男女高齢者の食事診断得点

基 準 点 バ ラ ソ ス点 合 計 点 男性と女性の比較

男性(96名)

朝食 23.6±5.48 31.2±6.32 53.1±1.46

昼食 21.0±0.57 28.0±0.66 48.5±1.28

夕食 24.6±0.56 31.9±0.64 55.9±1.29

女性(81名)

朝食 23.6±5.48 31.2±6.32 54.9±1.25 NS

昼食 21.3±0.64 27.9±0.69 49.2±1.95 NS

夕食 26.0±0.54 33.5±0.57 59.4±1.04 P〈0.05

◎

馬

(平均 年齢;男 性71.9歳 、女性71.2歳)(平 均値 ±標準誤 差)比 較はCochrant-一 検定 によった

*表 中の単位は特 に指定 しない限 り 「人(%)」 であ る。NS:有 意差な し、P:有 意水準
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均 して元気に思 う」ということで、利尻町で生

まれ育ったが、今まで病院にかかったのは2回

しか記憶がないとい う。

W.Y氏 の前 日(8月31日)の 食事内容をお

聞きした。朝食;食 べない(ほ とんどいつも食

べない)昼 食;ご 飯1膳 半、味噌汁(き のこ)

1杯 、鱒塩焼 き(釣 って保存 していた もの)、イ

カの煮物、肉と玉ねぎの煮物、きゅうりの漬け

物、筋子 夕食;ご 飯1膳 半、味噌汁(わ かめ)、

豆腐、大根おろし、きゅうりの漬け物、イカの

塩か らであった。

(U.K氏 、女性、77歳):利 尻町で生 まれ

育ち、札幌市で学生生活を過 ごしたことがあり、

第二次世界大戦後教員を数年やったのち結婚 し

て利尻町に戻 った。家庭内で仕事を しながら子

どもを育てあげ、現在は子 どもの家族と一緒に

暮 らしており、家事もほとんどしな くて良い生

活とのことであった。漁業などの仕事で、外で

働いた経験はない。8月28日 の食事内容は以下

のようであった。朝食;ご 飯茶碗半分、 トマ ト

(小)3個 、チーズ1切 れ、ベーコソ1切 れ、

卵1個 、牛乳約100cc、 スイカ(小 、8分 の1

切れ)、 ジュース200cc昼 食;う どん丼半分

(海草、ね ぎ入 り)、漬け物2切 れ、 ミニ トマ

ト5個 、お茶 夕食;ご 飯茶碗半分、大根の味

嗜汁、焼 きホタテ貝2個 、漬け物2切 れ、グレー

プフルー ツ2分 の1個 であった。

9.「 食 べ物 日記」 か ら計 算 した食 事診断得点

189名 の 男女(平 均 年齢;71.5歳)の1-6

日間 の食 べ物 日記 に記述 され た食 品名 か ら計算

した食 事診断 基準 点 は朝食;23.6±0.45(平 均

値 ±標準誤差)、昼食;21.7±0.44、 夕食;25.3

±0.37で あ った。食事診 断 バ ラソス点 は朝 食;

31.3±0.56(平 均 値 ±標 準誤 差)、昼食;28.3±

0.47、 夕 食;32.7±0.41で あ った。食事診 断合

計点 は、朝食;54.9±0.97(平 均 値 ±標準誤差)、

昼食;49.8±0.91、 夕食;57.6±0.81で あ った。

この食事診断合計点 は50点 を一 つの 目安 と して、

50点 以 下 の食 事 が続 くと、健康障 害 が心配 され

るもの と して用い られてい る方法 で あ るが、75

点 以 上 が望 ま しい得点 とされ てい る。男性 と女

性 に分 け て食 事診 断 合計点 を求 め た(表34)。

男性の平均診断得点に比べて女性の平均診断得

点は夕食で有意 に高得点で あった(Cochran-

Coxt一 検定によった。t=2.11,P<0.05)。 夫

婦では同 じ食品を食べていると思いがちである

が、明らかに夫婦と判 った方たちの食事診断合

計点は夫の方が妻の値 より良い例、妻の診断合

計点が夫より高い例などいろいろであった。典

型的 と思われる三例を表35に 示 した。食品の種

類では、魚介類を主 とした動物たんぱ く源、大

豆製品などの植物たんぱく源、野菜 も自家栽培

の新鮮なものを食する頻度が高 く、6日 間連続

して1日 の うち1度 で も食べているか否かで11

小群の食品を分析すると、第10小 群の穀類が10

0%で 、次いで第5小 群の淡白野菜95.3%、 第

2小 群の卵、肉、魚貝で94.7%、 第3小 群の大

豆とその製品で88.8%と 多かったが、第6小 群

のい もが12.3%と 少な く、第1小 群牛乳 と乳製

品と第7小 群果物がそれぞれ37.1%で あった

(表36)。 一方1日3食 を基本として、1食 の

うち1品 で も食べているか否かで11小 群の食品

を分析すると、第10小 群の穀類が91.2%で 、次

いで第5小 群の淡白野菜75.2%、 第2小 群の卵、

肉、魚貝68.0%、 第3小 群の大豆 とその製品51.

6%と 多かったが、第6小 群のいもが13.4%、

第11小 群の砂糖 とお菓子が23.0%と 少な く、第

1小 群牛乳 と乳製品が33.3%、 第7小 群果物が

36.3%、 第8小 群の海草が36.9%で あった(表

37)。 緑黄色野菜 よ りは淡白野菜が多 く食べら

れてお り、海草が1日 に1度 ぐらいの頻度で食

されているとい う特徴 を示 したが、イモ類、砂

糖 ・菓子の摂取頻度は多 くなかった(表35、36、

37)。

考 察

質問 したライフスタイルの中で、特に健康的

とされる平均睡眠時間7-一一8時 間をとっている

人は65-69歳 、70歳 代の男女で多 く、80歳 以上

の男性と女性では9時 間以上が多 くなった(表

9)◎ 朝食 を毎 日食べる人が男性、女性の65-6

9歳 、70歳 代では87.7-97.0%と 多 く、また80

歳以上では100%と 高いことが明らかになった

(表10)。 栄養バ ラソスの 自己評価で も、 「よ

い」 「すこしはよい」が殆どであった(表11)。
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表35-1T1夫 妻の食事診断得点の比較

夫(74歳 、163cm,59kg) 妻(68歳 、159cm,56kg)

1995年 食べ物の種類とおよその量 基準点 バラソス点合計点 食べ物の種類とおよその量 基準点 バラソス点合計点

8月22日 朝食 ご飯1膳 、味噌汁(か ぼちゃ)、26
昆布、梅干 し、漬け物、牛乳、 カ
ステラ

昼食 職 翻 淡 慰 講 めこ)・36

45

40

71ご 飯1膳 、味噌汁(か ぼちゃ)梅19干 し
、漬け物3切

76パ ソ1個 、 メロソ 12 15

54

27

b
β

娘 暫臨 鰐 ㌧綴鷺r軌3il,
メ ロ ソ2切 、イ カフ ライ

50 84ご 飯1膳 、 味噌 汁(か ぼ ち ゃ)、イ カ フ ライ3切
、 サ ソマ焼 、 メ ロ

ソ2切

40 69
P

8月23日 朝 食 ご飯1膳 、 味噌 汁昆 布 、油揚 げ 、36
な っぱ 、梅 干 し、 フ ライ2個 、 牛

乳180cc、 南部せ んべい3枚

40 76ご 飯1膳 、 味噌 汁 、油 揚 げ、 な っ19ぱ
、 梅干 し、 お しん こ

35 54 `

昼食3分 カユ(餅 入 り)1杯 ・牛乳18021
cc、南部せんべい3枚

25 46そ うめん 13 15 28

娘 響齢継 蹴轟撫,強31
つ豆菓子10個

35 66ご 飯1膳 、味噌汁昆布だ し、 さん18ま 25 43

8月24日 朝 食 ご飯1膳 、味噌汁昆布だ し、豆腐、な36
めこ、梅干 し1個、玉子焼 き2切、牛
乳180cc、落花生せんぺい3枚

40 ご飯1膳 、味噌汁昆布だ し、豆腐、2876
なめこ、玉子焼 き、 きゅうり酢の
物

30 58

昼食 カユ食(餅 入り)1杯 ・牛乳180cc・21しおせんべい 25 46パ ソ食 23 25 48
,

夕食玩響 こ粥 癒イ翅覧首 認 63ご 飯1膳 、味 噌汁 、焼 き魚 、 ソ フ28トク リーム 63
ゆ

8月25日 朝食 ご飯1膳 、味噌汁(キ ャベツ、油26
揚げ、昆布)、 梅干 し1個、牛乳1
80cc、駄菓子5個

35 ご飯1膳s味 噌汁(キ ャペ ツアゲ)、1461

梅 干 し1個 、 き ゅう り、 ナマ ス
25 39

昼食(1巌 鉱 牛乳180cc・ しおせんぺ17 20 37パ ソ 9 10 19

夕食 ご飯1膳・味噌汁(昆 布・かぼちゃ)・28サ
ソマ塩焼き半尾、牛乳180cc、
とうきび1本

45 ご飯1膳 、味噌汁、かぼちゃ、玉3373
子焼き、焼き魚、とうきび1本

40 73

8月26日 朝食 ご飯1膳 、味 噌汁(昆 布 、豆腐)、27
梅 干 し1個 、長 イ モ、 き ゅ うり酢物
、牛 乳180cc

35 62ご 飯1膳、味噌汁(昆 布、豆腐)、18梅干 し
1個 、きゅうり酢物、とう

きび1本

25 43

昼食鞘福灘覧蝋 颪㌶ 浸36
い2個

40 76ラ ー メソ、果物 18 15 33

夕食享鱒 鵡慰 傷㌦檎4・
牛乳180cc、 メロ ソ2切 、焼 き菓子
2個 、 西瓜2切

40 81ご 飯1膳 、味噌汁 、大根 、 ナ ッパ 、29イ カ
フライ、 き ゅう り酢物 、 メロ

ソ2切 、西 瓜2切

30 59 ◆

8月27日 朝食 ご飯1膳、味噌汁(昆 布、豆腐)、26
梅干 し1個、大根オロシ、牛乳180
cc、南部せんぺい3枚

昼食 敷 劉 船 り1楓 牛乳180cc・21

35

25

ご飯1膳 、味噌汁、昆布、豆腐 、2861
梅干 し1個、大根オロシ、玉子焼
き

46そ うめ ん・ メロ ソ 18

30

15

58

33

壱

ぴ

娘 幕鯉灘睦鍛汁陸縮を覇 お
180cc、 西 瓜2切 、 と うきび1本

45 78ご 飯1膳 、味噌汁(そ うめん)、焼き魚
、西瓜2切、とうきび1本

19 25 44
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利尻町民の長寿とライフスタイルの特徴に関する調査研究

表35-2T2夫 妻の食事診断得点

23

夫(79歳 、165cm、54kg) 妻(72歳 、151cm)

1995年 食べ物の種類とおよその量 基準点 バラソス点合計点 食べ物の種類とおよその量 基準点 バラソス点合計点

8月22日轍 ㌶ 機 齪 謬翫 講L
800cc

昼食藷論 犠嵌蔀 》勤23
ク、 白菜

娘 瑠 墜 ッ額 汁(かつお節・わ ・9

54

52

52

Q
》

0◎

4
晶

7
.

4
凸

4

パソ半 枚、味噌汁(煮 干 、フキ)、

ミニ トマ ト2個 、牛 乳200cc

ご飯1膳 、 き ゅ うり漬物 、 豚 肉、23

大 根、 コソニ ャク、 白菜

日本酒 、 ホ タテ 貝、 ツブ貝14

ε0

『0

ウ
θ

-
▲

O
J

只
U

Q
リ

ハ0

4
凸

2

8月23日轍 蒜 欝 こ職 灘 獅 わtE've.

昼食 器 ざ鵠 アお)・味噌汁(わ

娘 艮鰐 ジ 靱犠 味噌汁・刺身

n6

0U

4
凸

2

ウ
一

-
占

35

25

15

3

8

9

6

4

2

パ ソ半枚、味噌 汁(煮 干 、わかめ 、

わ らび)、 牛乳200cc

ご飯1膳 、 味噌 汁(わ らび、 わ か18

め)、 ゼ リー1個

日本 酒 、 ご飯1膳 、煮 物(大 根 、18
こんに ゃ く、 たけ の こ)

35

35

25

O
J

O
」

つU

戸り

5

4

8月24日 朝食

昼食

夕食

パソ半枚、味噌汁(か つお節、わ34
らぴ)、 オレソジ、 ミニ トマ ト、
牛乳

ご飯1膳、味噌汁(ネ ギ、わかめ)、23
イカ刺身

日本酒、ご飯1膳 、味噌汁、ホタ18
テ刺身、焼魚

FO

『0

『0

4

9
畠

9
臼

Q
V

8

0
」

7
・

4
凸

4
凸

パ ソ半枚 、味噌 汁(か つ お節 、わ

らび)、 トマ ト、牛 乳200cc

ご飯1膳 、 味噌 汁(わ か め 、長 ネ
ギ)イ カ刺身 、 プ リソ

日本酒、 ホ タテ、 イカ刺 身、煮 物(
こん にゃ く、大根)

29

%

18

FO

PO

「0

4

9
釦

9
臼

4

ー
ム

O
J

7
8

5

4
凸

8月25日 朝食

昼食

夕食

パソ半枚、味噌汁(煮 干、わらび、28
わかめ)、 オ レンジ、牛乳800cc

もりそば8

ご飯半膳、味噌汁(か つお節、豆14
腐)、 焼魚

35

15

15

り0

り0

0
V

ρ0

2

ウ
一

パソ半枚、味噌汁(煮 干、わかめ、
わ らび)、 オレソジ、牛乳200cc

もりそば

日本酒

28

8

4

35

15

5

0
σ

O
U

ハ0

9
β

9

8月26日 朝食

昼食

夕食

サ ソ ドイ ッチ、味噌 汁、オ レソジ、24

牛乳800cc

ご飯 、味 噌汁(豆 腐)、 焼 と り19

日本 酒、味 喰汁 、 ウナ ギ、漬物19
1切

「0

「0

2

9
】

Q
V

4
凸

4
凸

「0

4

4

サ ソ ドイ ッチ(ハ ム、卵 入 り)、

味 噌汁 、牛乳200cc

ご飯1膳 、味 喰汁(豆 腐)、 焼 と
り、漬物

日本酒 、 ウナ重、 モ ミノ リ、 味噌

汁

Q
ソ

Q
V

8

1
↓

-
」

-
↓

rO

に
り

に
リ

ワ
一

ワ
醒

9
醒

44

44

34

8月27日 朝食 パソ4分の1枚・味噌汁・オレソジ、牛乳6
00cc

昼食 ウナ重(ご 飯・ウナギ)・ 味噌汁

夕食 日本酒・ご飯1膳・味噌汁

Q
ソ

4

1
⊥

ー
ユ

9

fO

「0

ー
工

-
↓

騒

29

24

パ ソ、牛 乳200cc、 漬物

お茶漬 け(ご 飯、 の り)、 漬物

日本酒 、パ ン、 つ くだ煮

4

0
U

-
」

-
↓

9

に
σ

「O

rO

9
θ

ー
ム

ー
▲

0
》

Ω
U

4

0
」

ウ
召

9
臼
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表35-3T3夫 妻の食事診断得点

夫(68歳 、161cm、60kg) 妻(65歳 、153cm、56kg)

食べ物の種類とおよその量 基準点 バラソス点合計点 食べ物の種類とおよその量 基準点 バラソス点合計点

◎

1995年

8月22日 朝食 豆パソ2個・スイカ2切れ・コーヒ17 25 42豆 パ ソ、 コ_ヒ_、カ トマ ト、ス イ19

■

声

昼食礁謄 穆琳 も漿 あ齢31
物、お菓子

35 66ご 飯1膳 、味噌汁(フ キ、油揚 げ)、31ほ
っけ煮 付 け、 トマ ト、マ ヨネ ー
ズ、 もず くの酢 の物、 お菓子

40 71

娘 謝勤瀬撫耽劇蓼誘 認
り漬け物、さやえんどうごま和え

40 78ご 飯1膳 、味噌汁、イカ刺身、メ29
ロン、大根おろし、きゅうり漬け

物、さやえんどうごま和え

30 59
ワ

8月23日 朝食 じゃ がい も7個 、 き りこみ 、 コー14
ピー

25 39じ ゃが い も8個 、 き りこみ、 コー14ピー 25 39

昼食 鵠 誇麓 耕?2レ ねぎ)きゅ18 15 33そ うめん(焼 きのり、ねぎ)、 フ33
キとイカの油妙め、 きゅうりの漬
け物

40 73

夕食灘織箆牲 捲秘㎡隼 勿
乳100cc、 お か き

62ご 飯1膳 、味噌汁(大 根)、 焼 き27魚
、かまぼこ、なすの漬け物、お
かき

30 57

幻、
お整
、
毘巴聯5議ソ子

子

パ
玉
菓

食朝日忽月8 40 67パ ソ、マ ーガ リソ、 トマ ト、玉 子27屍 き
、 レタス、 コー ヒー、お菓 子

40 67

昼食妄騨 ～綴殿甕乞綿葱 銘
イカ

夕食 藩 鷺 鍵黙 。≦蕾鵬 豆Pt)・23

30

35

58ご 飯 、 サ ソマ煮 付 け煮 しめ(油 揚げ
、豆腐 、 コソニ ャ ク)、 漬 け物

(大 根、 き ゅ うり)、 椎茸 、 ジ ュ
ー ス、 お菓子

58ご 飯 、三 平汁(大 根 、人 参、鮭 、ね ぎ
、 イモ)潰 け物(大 根、 き ゅ

うり)、 おひた し(白 菜)う どん、
ジュー ス

31

35

25

40

56

75

6

→

8月25日 朝食 コー ヒー 3 5 8バ ナ ナ、 メロ ソ、 コー ヒー、菓 子 8 15 23

笹

昼食言禦髄)糧 筋 監 裟窺 ・4
筋子、酢の物(大 根、人参)、 メ
ロソ

夕食鰹慕)塑杓縮 惣蒜 認
(人 参、玉ね ぎ、 ナル ト)、 椎茸 、牛
乳100cc

25

25

31・臥
も
漬
し
神
鳳
福

、

、

飯
↓
に
ル
ス
執
イ
ね
ラ
玉
一

、

レ
参
子

力
人
菓

53ご 飯 、豚 カ ツ、 レ タス、 トマ ト、ほ
っけ 、漬 け物

29

40

40

71

69

8月26日 朝食 コー ヒ ー 3 5 8コ ー ヒ ー 3 5 8

昼食 じゃがいも・きりこみ・焼き魚 14 25 39じ ゃが い も、 き りこみ 、紅子 、漬22け物
、 コー ヒー、 菓子

30 52

娘 美総塑鰹鴇 こ鶴馳 認
布、 ぶ どう

25 53ご 飯、味噌汁(白 菜)、 焼き魚、29茄子の油いため
、イカ刺身、きゅ

うり漬け物、ぶどう

30 59 6

8月27日 朝食 コー ヒー 3 5 8コ ー ヒ ー 、 メ ロ ソ 8 15 23

o

昼食激 響辞編 裕 斜 ・23 25 48ご 飯、味噌汁(ほ っけ、ねぎ)、酢
の物(も ず く)、 トマ ト、茄子
油妙め、イカ焼き

40 73

識
購
白
紅
と

"
轟
し

、

く

へ
隣
三
さ

ッ

、さ
ナ

飯

、イ

ご
け
パ
め

食夕 40 78ご 飯、三平汁(い も、白菜、塩ほっけ
、ささげ豆)、 ふきとタコの油
妙め、なまこの酢の物、パイナ ッ
プル

40 78
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表36利 尻町高齢者の 「食べ物日記」の記述を食事診断表によって評価した食品小群毎の食べられていた頻度

食 品 群 は た ら き 食 品 食 品 名

月日 診断得点 6日 間中1日 に1回 は食
べていた人数(%)

(6日 間 の記述のあっ

た170人 について)朝 昼 夕

第1小 群 からだをつくる 牛乳及び乳製品 牛 乳 、脱 脂 ミル ク、 チ ー ズ、 ア イ ス ク リーム 5 10 63(37.1)

第2小 群 卵 ・肉 ・魚貝 鶏 卵 、 肉類 、 魚 、 干物 、 は んぺ ん 、 貝類 5 10 161(94.7)

第3小 群 大豆及びその製品 大 豆 、 と うふ 、 きな こ、 味噌 、 納 豆 5 151(88.8)

第4小 群 からだの調子を整える 緑黄色野菜 にん じん、 か ぼ ち ゃ、 ほ うれ ん草 、春 菊 、 に ら、 パ セ リ 5 10 93(54.7)

第5小 群 淡白野菜 大 根 、 白菜 、 キ ャベ ツ、 ね ぎ、 き ゅ う り、 ごぼ う 5 10 162(95.3)

第6小 群 いも さつ まい も、 じ ゃが い も、 さ とい も、や まい も 4 21(12.3)

第7小 群 くだもの い ち ご、 りん ご、 か き、 み かん 、 レモ ソ 5 63(37.1)

第8小 群 海草 の り、 こ んぶ 、 わ かめ 、 ひ じき 4 73(42.9)

第9小 群 働 く力や体温となる 油脂 サ ラ ダ油 、 マ ー ガ リ ソ 、 マ ヨ ネ ー ズ 、 バ タ ー 、 ラ ー ド 5 5 107(62.9)

第10小 群 穀類 米 、 パ ソ、 うど ん、 そ ば 、 もち 4 5 170(100.0)

第11小 群 砂糖及び菓子 砂糖 、 ジ ャム 、蜂 蜜 、 お菓 子 、飴 、 チ ョ コ レー ト 3 68(40.0)

基準点合計 50

バラソス点合計 50

診断得点(基 準点+バ ラソス点) 100

日本栄養士会作成 「食事診断表」を示す
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表37:利 尻町高齢者の食べ物日記に記述された食品の各小群出現頻度

食 品 群 は た ら き 食 品
6日 間を1日3食 として調べた

食品小群の出現頻度(瓢)

第1小 群 からだをつくる 牛乳及び乳製品 33.3(306食 中102食)

第2小 群 卵 ・肉 ・魚 貝 68.0(306食 中208食)

第3小 群 大豆及びその製品 51.6(306食 中158食)

第4小 群 体の調子を整える 緑黄色野菜 35.3(306食 中108食)

第5小 群 淡白野菜 75.2(306食 中230食)

第6小 群 いも 13.4(306食 中41食)

第7小 群 くだもの 36.3(306食 中111食)

第8小 群 海草 36.9(306食 中113食)

第9小 群 働く力や体温となる 油脂 44.4(306食 中136食)

第10小 群 穀類 91.2(306食 中279食)

第11小 群 砂糖及び菓子 23.0(306食 中70食)

(170人 中、無作為に選んだ17名 の食 べ物 日記 について分析 した)

間食を しない人の割合は、男性では 「ときどき

食べる」に次いで高 く、 「毎 日食べる」 よりは

多かったが、女性では 「毎 日食べる」よりも少

なかった(表12)。 この様 な食生活 の内容 を

「食べ物 日記」で裏付けることができた。朝食

の内容が豊かで、栄養バラソスが平均的によく、

お菓子などの摂食は少なかった(表34、35、36、

37)。 生活 の規則性の自己評価では 「大体規則

的」が最 も多 く、次いで80歳 以上の男性と各年

代の女性では 「非常に規則的」であった(表13)。

「塩分をいつもひかえる」人が多 く、次いで

「ときどきひかえる」 「ひかえない」の順であっ

た(表14)。 お酒を飲む習慣について、 「飲 ま

ない」が女性では殆 どであったが、男性で も最

も多 く、ついで70歳 代では 「毎 日飲む」 「とき

どき飲む」であった。一方65-一一69歳では、 「毎

日飲む」と 「ときどき飲む」が同程度であった

(表15)。 日本ではアル コール消費量 の増大が

続いてお り、大量飲酒者数は成人1,000人 あた

り215.0人(平 成4年)で ある(厚 生統計協会、

1995)が 、利尻町高齢者では男女、60歳 代以上

の全年代を併せて、 「毎 日飲む」人は13.7%と

少なかった。 「飲 まない」 とい う回答が女性だ

けでな く男性でも最 も多 く、 「時々飲む」 と併

せて、大量飲酒でなければ健康習慣 としてよい

とされているので、飲酒の面で良い結果ではな

いかと考える。中谷(1978)も 長寿の高齢者の

特徴 として飲酒、喫煙を しないか、 しても少量

であると観察 している。喫煙をする人は男性の

65--69歳 で最大であったが、44.2%で 、平成6

年 日本たばこ産業株式会社調査による日本人成

年男子の喫煙率59.0%(厚 生統計協会、1995)

に比べて低かった(表16)(国 民衛生の動向、

1995)。 以上の ように 「健康習慣」 と呼ばれる

健康保持に重要なライフスタイルを実施 してい

る割合が男性、女性の65-69歳 、70歳 代、80歳

以上のいずれでも高いことが明らかになった。

生理的、精神的側面からみた老年期の一般的

特徴として、健康感や生きがい感の低下が指摘

されているし、社会的にも職業生活からの引退、

子 どもの独立 ・別居などによって社会的関係や

社会的諸活動が希薄になる例 も多い。 しか しこ

の様な身体的、精神的、社会的な活動性の低下

には個人差の大 きい ことが見 いだ されている

(石田ら、1986a;森 谷 ら、1991;森 谷ら、19

92)。HHIス コアとPGMス コアか ら分けて、

健康と生きがい感に恵まれていると考えられ る

グループAの 割合が、70歳 代の利尻町男性で、

70歳代男性の札幌市内老人 クラブ会員に比べて

有意に高 く、逆にグループCの 割合が低かった。

女性では札幌市の老人 クラブ会員 との間に有意

差は認められなかった。

沖縄県の長寿研究を続けている松崎らは、沖

縄県の長寿の原因 として、(1)豚 肉などの動物

性たんぱ く質をとる、(2)漬 け物を減 らして塩

分の摂取を控 える、(3)老 後 も適度の運動、労
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働を続け、一年中体を動かす ことの重要性をあ

げている(松 崎俊久、1993)が 、利尻町高齢者

の食事分析から、魚貝類の摂取は多 く、動物性

たんぱ く質がよくとられていたが、牛乳 ・乳製

品の摂取は離島であること、酪農業が皆無であ

る(北 海道新聞社、1994)こ とも影響 している

のかもしれないが、魚貝類に比べて多くはなかっ

た(表36、37)。 オカソポ(1996)が 、北海道

各地の妊産婦 を対象にして調査 した食事診断合

計点と比べると、特 に朝食の得点が利尻町高齢

者で高い傾向が認められた。 また妊産婦で海草

類の摂取頻度(1日3食 と して6日 間)が28.1

%で あったのに対 して、利尻町高齢者では36.9

%と 高頻度であった し、牛乳 ・乳製品が26.2%

に対 して、利尻町高齢者は33.3%で む しろ高い

頻度であった。妊産婦の肉 ・魚貝類の摂取頻度

が76.2%に 対 して、利尻町高齢者では68.0%で

あった。北海道の大学生の食事診断合計点(森

谷、1986)と 比べて も、利尻町高齢者では同様

の特徴が認め られた。妊産婦と大学生の食事診

断合計点では、朝食 く昼食く夕食の順 に得点が

高かったが、それに比べて、利尻町高齢者の食

事診断合計点 は朝食=昼 食=夕 食とほぼ同得点

であることが特徴的であった。また表5に 示す

ように、65歳 以上の60歳 代、70歳 代の男性高齢

者の労働時間は長い人が多 く、札幌市老人 クラ

ブの70歳 代の男性に比べても長い人の割合が高

かった(表27)。 農林漁業を主産業 とす る道東

の3町 の70歳 代男女で、今 も若いときと同 じよ

'うに、毎 日朝 から夕方まで働いている(1日6

時間以上、週5日 以上)人 が8%で あった(森

谷ら、1992)の に対 して、利尻町の70歳 代の男

性で36.5%、 女性で15.4%と 高い割合であった

(表27)。 冬期 にも調査期間の夏期 と同様 とは

考 えに くいが、冬季 に出稼 ぎにい く人 もお り

(W.Y氏 など)、歩 くことを含めて体 を動かす

習慣がよく残 っている地域と考えられ る。 この

ように活動的な高齢期を過ごしていることが、

健康 と生 きがい感に恵まれていると考えられ る

グループAの 割合が、70歳 代の利尻町男性で、

70歳 代男性の札幌市内老人 クラブ会員に比べて

有意に高い要因の一つかもしれない。

しか し本調査は有効回答率が25.5%と 低 く、

利尻町高齢者の全体像 を把握 していない可能性

が残るものでもある。有効回答率が低いことは、

健康や生きがいなどの本調査に関心があり、ま

た自信 もある人たちに偏った結果になる可能性

を持つからである。 しかし、我々が調査表 と食

べ物日記の回収 に自宅 を訪問させていただいた

り、電話をかけて話 したおり感 じたことは、高

齢者に郵送法での調査は適切でないとい うこと

であった。 タイ ミソグ良 くお会いできた方たち

は、未記入の場合で も調査者の質問に答えて く

れた方たちが多かった。仕事などで留守の人た

ちにお会いできないことが多かったので、元気

に仕事に出かけてい る方たちが未回収者のなか

にかなりいることである。利尻町内の地域別で

みると、特にどこの地域 に偏 っているというこ

となく回収は行われた。 しか し今後回収率を高

めるために 「無作為抽出法」などの工夫をして、

引き続き調査を続ける必要があるものの、札幌

市内の老人クラブ会員に比べて、利尻町在住の

高齢者には健康で生 きがい感の高い人の割合が

大きいことが明らかになった。またライフスタ

イルが健康的である人の割合が大 きいこと、食

事のバラソスのとれている人の割合が大 きいこ

となどもあわせて明らかになった ことである。
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